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PRESS RELEASE 

【JICA 基金】釧路自主夜間中学「くるかい」による 

日本語学習支援者 養成講座（第 2 回） 
 

日頃より、弊機構の広報にご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。 

弊機構は、市民の皆様や法人・団体の皆様からお預かりした寄附金を活用し、日本国内の団

体が実施する多文化共生構築や外国人材受入支援活動等を支援する「世界の人びとのための

JICA 基金活用事業」を実施しております。 

2023 年度は、釧路自主夜間中学「くるかい」が提案した「自主夜間中学がつなぐ！『日本語学

習支援の輪』育み事業」が採択され、外国人の日本語学習を支援する方々の輪を広げ、能力を

向上させることを目的に、日本語学習支援ボランティア養成事業を実施しています。 

同事業において、昨年 10 月の第 1 回「日本語学習支援者養成講座」（基礎編）に続き、下記

の通り、第 2 回（実践編）の開催が決定いたしました。 

つきましては、釧路地域を中心に在住外国人への日本語学習支援に取り組む様子を地域の

皆様に周知いただきたく、当日の模様を取材・報道いただきますよう、お願い申し上げます。 

 

記 

 

1. 講座名： 地域で暮らす外国人のための「日本語学習支援者養成講座」第 2 回（実践編） 

 

2. 日 時： 2024 年 2 月 17 日（土） 9:30～12:30 

3. 会 場：釧路市生涯学習センター まなぼっと幣舞 

学習室 705・706（入門講座）、学習室 703（スキルアップ講座） 

 

4. 対象者： ※国籍不問。釧路管外からの参加者も歓迎。 

① 入門講座：日本語学習支援に関わりたい方、最近日本語学習支援を開始された方、身

近に外国人がいる方、興味・関心がある方など。定員 30 名。 

② スキルアップ講座：過去に同種の講座を受講された方、すでに支援経験のある方、日

本語教育分野の有資格者など。定員 20 名。 

 

5. 参加費： 無 料（参加者には講座で使用するテキストを無料で配布） 

6. 講 師： 一般社団法人北海道日本語センターより派遣 

以上 

別添 日本語学習支援者養成講座 チラシ 

 

 
【本件に関する問い合わせ先】 

＜問い合わせ先＞ 

【日本語学習支援養成講座について】 

釧路自主夜間中学「くるかい」事務局 佐藤 康弘 氏 

電話（携帯）： 090-9751-4194 

【JICA 基金事業について】 

JICA 北海道センター（帯広） 松本 太樹 

電話（代表）：0155-35-1210 



世界の人々のための JICA基金活用事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問合先： 釧路自主夜間中学「くるかい」事務局（佐藤）  

TEL 090-9751-4194 
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- 第 2回目（実践編） – 

【日時】 令和 6年 2月 17日（土） 9：３０～１2：３０ 
 

【会場】 釧路市生涯学習センター まなぼっと幣舞 

（住所： 釧路市幣舞町 4番 28号） 
 

① 「入門講座（定員 30名） 」  ※学習室 705・706 
【対象】 令和 5年 10月実施の本講座「入門」（1回目）を受講された方、日本語

学習支援に関わりたい方、身近に外国人がいる方、興味・関心がある方など 
 

② 「スキルアップ講座（定員 20名）」  ※学習室 703 
【対象】 令和 5年 10月実施の本講座「スキルアップ」（1回目）を受講された

方、すでに支援経験のある方、日本語教育分野の有資格者など 
 

【講師】 一般社団法人北海道日本語センター （二通・阿部・大井） 
 

【参加費】 無料 
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【申込方法】 右側記載のQRコード（申込フォーム）から、 

または釧路自主夜間中学「くるかい」事務局まで 
＜申込フォームURL（第 2回目開催分）＞ 

      https://forms.gle/ju4xT3TBjrm8dFCG9 
 

※本講座は以下のとおり 2回の開催となりますが、どちらか 1回のみの参加も可能です。 

・第 1回目（理論編）： 令和 5年 10月 28日（土） ※実施済み 

・第 2回目（実践編）： 令和 6年 2月 17日（土） ※本案内のとおり 
 

※第 1回目と第 2回目の講座に参加された方には修了証をお渡しいたします。 

※参加者には本講座で使用する教材を無料で提供いたします。 

 


